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＜本 調 査 のお問 い合 わせ＞ 

熊 本 商 工 会 議 所  会 員 サービス部  情 報 調 査 課  

ＴＥＬ３５４－６６８８ ＦＡＸ３５４－８８９０ 

円高による影響調査 



Ⅰ　調査概要

　　回答者内訳

●従業員別

人数 ％

1 1.8%

11 20.0%

12 21.8%

6 10.9%

5 9.1%

4 7.3%

5 9.1%

3 5.5%

8 14.5%

55 100.0%

●業種別

件数 ％

23 41.8%

9 16.4%

9 16.4%

3 5.5%

0 0.0%

7 12.7%

4 7.3%

55 100.0%

建設業

８０～９９人

１００人以上

３０～３９人

４０～４９人

業種名

１０～１９人

０人

１～９人

合計

２０～２９人

５０～７９人

合計

サービス業

その他

卸売業

小売業

飲食業

製造業

　　実 施 主 体　　熊本商工会議所

　　　　　　　 　　今後の経営支援活動に反映させることを目的とする

　　調 査 対 象　　市内中小企業者３００社

                （内訳）貿易証明関係２１社、資本金１千万円以上の製造業

　　　　　                  １１５社と、資本金１千万円以上の他業種１，４４０社

　　回　答　数 　　５５社（回収率１８.３％）

　　調 査 目 的　　本調査は、急激な円高の進展が企業経営に与える影響を把握し、

　　調 査 期 間　　平成２３年９月２０日(火)～９月３０日(金)

　　　　　                  から抽出した企業１６４社

【業種別】
その他
7.3%

製造業
41.8%

建設業
16.4%

卸売業
16.4%

サービス業
12.7%

小売業
5.5%

飲食業
0.0%

【従業員別】

８０～９９人
5.5%

５０～７９人
9.1%

４０～４９人
7.3%

３０～３９人
9.1%

２０～２９人
10.9%

１００人以上
14.5%

０人
1.8%

１０～１９人
21.8%

１～９人
20.0%
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Ⅱ．調査結果

問１．海外との取引がありますか？

問２．円高による直接・間接的な収益への影響は出ていますか？

【海外との取引の有無】

輸出入とも取引
がある
10.9%

輸入取引がある
5.5%

輸出取引がある
10.9%

海外取引はない
72.7%

【円高による収益への影響】

わからない
23.6% 既に影響が

出ている
29.1%

現在の円高水
準が続けば影響

が出ると予想
される
32.7%

影響はない、
今後も影響は

出ない
14.5%

   約６０％の企業が収益への影響が出ている、予想されるとの回答であり、海外取引の
有無に関わらず、円高が企業収益に与える影響は大きいことを示す結果となった。
   海外との取引がある企業では、「既に影響が出ている」が８０％を占めた。

海外と「取引がある」企業が２７．３％、「取引はない」企業が７２．７％

2



問３．問２で①既に影響が出ている、②現在の円高水準が続けば影響が出ると
予想されると回答した方に、
円高により業績にどのような影響が出て（出ると予想して）いますか？

問４．問３で③どちらかといえばマイナスの影響、④マイナスの影響が出て
いる（出ると予想している）と回答した方に、
円高による影響はどのような内容ですか？（３つ以内に○）

【円高による業績への影響（予想）】

どちらかといえば
プラスの影響

11.8%

マイナスの影響
67.6%

どちらかといえば
マイナスの影響

20.6%

【円高による影響の内容】

40.0%

30.0%

23.3%

16.7%

16.7%

16.7%

6.7%

0.0% 5.0% 10.0
%

15.0
%

20.0
%

25.0
%

30.0
%

35.0
%

40.0
%

45.0
%

企業のコスト意識や消費者の節約志向の高まり

取引先からの値引き要請

輸出入の減少

海外との競争激化

訪日外国人旅行者の減少

その他

取引先の海外移転や規模縮小、従業員の減少
等

※その他
（差益差損、製造業の業績悪化による県内小売業の売上低下、外貨預金の目減り）

円高による業績への影響は「マイナス」、「どちからといえばマイナス」が９割弱となった。

  「企業のコスト意識や消費者の節約志向の高まり」がトップ、次いで「取引先からの値
引き要請」 、「輸出入の減少」と続いた。
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問５．問３で③どちらかといえばマイナスの影響、④マイナスの影響が出て
いる（出ると予想している）と回答した方に、
円高の影響に対してどのような対応（予定を含む）をしますか？（３つ以内に○）

※その他について

主力事業の移行 新サービスの開発と販売

コストダウン提案 輸出ビジネスの強化

問６．貴社にとって望ましい対米ドルの為替水準は何円程度ですか？

【円高の影響に対しての対応（予定を含む）】

26.7%

16.7%

13.3%

13.3%

13.3%

10.0%

6.7%

6.7%

3.3%

3.3%

46.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

人件費以外のコスト削減

その他

人件費の削減

海外からの部材調達比率の拡大

新しい輸出市場の開拓

輸出入以外のビジネスの拡大

何もしない

海外生産の実施・拡大

無回答

国内生産の縮小

輸入ビジネスの強化

【貴社にとっての望ましい対米ドルの為替水準】

９０～９５円未満
10.9%

７５円～８０円未満
3.6%

７５円未満（７０円）
1.8%無回答

3.6%

８０～８５円未満
5.5%

８５～９０円未満
10.9%

９５～１００円未満
18.2%

わからない
32.7%

１００円以上（  円）
12.7%(うち１０５円3.6%）

  「人件費以外のコスト削減」がトップ、次いで「その他」 、「人件費の削減」と続き、コスト
カットによる対応が６割を超えた。

「わからない」が３２．７％、次いで「９５～１００円未満」が１８．２％であった。
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